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農業情報システムのアクセス状況に関する分析

一北海道栗山町農業情報システムを事例として一

須藤茂樹

1．はじめに

2．事例の概要

3．「栗山町農業情報システム」のアクセス状況

4．むすび

1．はじめに

農産物の貿易自由化による競争の激化、農業経営をとりまく厳しい経1剤軍勢の変化

に対し、農家はより高度な経営対応、・そして経営管理が求められている。そのような

中、農業経営における情報の導入・利活用は、農業経営や関連諸機関の支援による試

行錯誤によって行われている段階にあるといえる。

近年、役場や農協などの関連諸機関によって農業経営や農家生活に必要な情報を提

供するシステム（以下、農業情報システム）の開発・利用が行われている。北海道にお

いても、気象、市況、栽培技術、組勘残高、関係機関による情報などを提供する農業

情報システムが市町村・農協によって構築されている。特にファクシミリを活用した

農業情報システムの普及は目ざましく、1997年12月現在で全道136ヵ所にのぼって

いる（表1参照）。そのほかにも、ファクシミリ以外にオフトーク通信やCATV、パソ

コン通信など多様な情報伝達のための媒体が考えられる（表2参照）。

このような農業情報システムが有効に活用されるためには、それらが受け手となる

地域農業や農業経営のニーズに答えるものである必要がある。そのためには農家の入

手・利活用状況の実態の把握によって、情報提供を通じた支援のあり方やその効果を

探る必要：があろう。

　しかしながら、農業情報システムの実態の把握に関する既存の成果としては、事例

の紹介や、行政・農協・農家などを対象とした利用状況に関するアンケ～ト調査等に

留まるものが多く、実際に入手した情報の内容や量に関する数量的な検証を行ったも
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蓑1農撰における情報メディア設置状況（地域別）

箇所数

　CAτV

ﾎ象戸数 普及率
　　　パソコン通信

ﾓ所数　対象戸数 普及率 箇所数
FAX通信

ﾎ象戸数 普及率
　　オフトーク通信

ﾓ所数　対象戸数 普及率
　　合計
ﾓ所数　対象戸数

農家戸数

北海遵 3 4β02 5．5％ 13　　4，944 6．4％ i36 5L674 66．4鶉 8　　8，346 10．7％ 160　69、266 77，780

東北 6 1フ，130 3．桃 肇8　　6，222 ！．嘱 31 茎6，270 3．0％ 3　　8，穀0 1．5％ 58　47，フ32 544．840’

関東・東霞 23 55，942 6．9％ 24　　8，499 LO％ 25 日，558 L4％ 8　　書5，601 1．9％ 80　91，600 81L920
北陵 1魂 53，034 20．3％ 19　　1，860 0．7％ 31 3，弔3 1．3％ 21　24，952 9．6瑞 85　83，259 260，900

東海 7 23，694 9．0％ 11　　　564 0．2％ ユ9 3，221 1．2％ 8　　18，410 7．0％ 45　45，889 263，960

近畿 17 59551 肇8．1％ 11　　　736 O．2％ iO フ，783 2．4％ 柄　　20，450 6．2％ 52　88，520 328，360

中国・鱈園 29 ！00、121 18．6％ 10　　L541 0．3％ 15 24，132 4．5鑑 50　77，062 14．3鶉 1Q4　202β56 539，i40

九州 5 1LO42 2．3％ 41　職533 2．4％ 33 ！8，282 3．8％ 35　54，フ88 11．3％ U4　95，645 486，920

沖縄 o o 0．0％ 2　　　フ22 2．4％ 1 25 0．1％ 1　　肇348 4．4％ 4　　2095 30，410

合計 ヨ04 324816 1母9　3662i 301 肇36358 148　229067 702　726862 3344，230
言主）平成9年12月現在農林水産省各農政局調べ。地域別の合計は延べ数。数値には計画、予定も含む。
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表2農村における情報伝達媒体

伝達手段 機能

専爾の同軸ケーブルとセンターを利用者闘に設置しテレビ放送、

CATV（専用線） ファクシミリなどのデータを送受儒可能。インターネット利用も
可能。

ファクシミリネットワー センターのファクシミリ蓄積交換機に蓄えられた文書情報を端末

ク ファクシミリによって取得する。岡報配信、私書箱機能などがあ
（電話回線） り、部会や集落ごとに圏報配信先のグループ化が可能。

キャプテンシステム

@　（電話回線）

一般の電話回線を利用して、テレビやパシコンで静止画像を見な

ｪら株取引や種々の予約、受発注、銀行取引が出来る肝rのサー
rスも一部利用可能。

電話の空き時間を利用し、センターから送られてくる連続した静

画像オフトーク通信 止画像をテレビで閲覧。音声とファクシミリの送受信も切り替え
（電話回線〉 により可能。緊急放送としての利用、キャプテンシステムの利用

可能。

音声オフトーク通信

@　（電話回線〉

電話を使用していないときにセンター側から一方的に童声を送
驕Bスピーカーとアダプターが端末として必要。緊急放送として

ﾌ利用可能。

晦混線
無線で同時に多数の利用者に情報を伝達。電話圃線が設置されて

｢ない場所でも可能。緊急放送として利用可能。

パーソナルコンピュータを利用してコンピュータ間で文書の送受

パソコン通儒 信やホストコンピュータに蓄横されたデータを検索。商用ネット
（電子回線、専用線） ワークやインターネットを利用し、情報交換可能。送られてきた

データはパソコンで自由に加工が可能。

註）折登、中村（2＞　より一部修正、引用
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のは少ない。

以上を受け本稿では、農業i青報システムへの接続状況の記録（ログデータ）から、入手

状況の推移・現状を明らかにする。

事例は、北海道栗山町における「栗山町農業情報システム（KISS）」を取り扱う。

本事例は、農液晶画面とファクシミリを装備した多機能電話を用いた端末によって

市況や天候情報を入手する方式を全国で最初に導入している。

まず、運用開始に至る過程を概観したのちに、94年から98年にかけての全ログデー

タから、提供情報へのアクセス量、およびその変化の把握を行う。

2．事例の概要

1）事例地域の農業概要

栗山町は北海道空知支庁管内の最南に位置し、東は夕張山系に続く緩やかな丘陵部

で夕張市に隣接し、北は栗沢町、西南は夕張川を隔てて、由仁町および長沼町に接し

ている札幌近郊の農村地帯である。

面積は203．84km2、南北に25．1kmと購北に細長く、東北部は、夕張山系を背に南

西に傾斜し南部の一部に火山灰が被覆している耕地がある。また、夕張川に沿った大

部分は平坦である。

人口は15，634人、世帯数は5，982戸、1997年の総農家戸数は695戸、そのうちの

47％が兼業農家である。経営耕地面積は5，891ha、1戸あたりの平均耕地面積は8．47ha

である。全耕地面積の7割が水稲で、種いもの産地として全国各地に供給しているこ

とでも知られている。

経営形態はセンサスによると単一経営農家337戸中、259戸（769％）が稲作、39戸

（1L6％）が野菜と、稲作が主体の地域であるといえる。しかし、準単一複合経営農家

224戸中、稲作首位が129戸（57．6％）と一位であるものの、129戸中、野菜を販売する

農家が76戸（33．9％）、準単一複合経営農家申、野菜首位が54戸（24．1％）と、野菜を紐

み合わせる農家が多く、近年は軟弱野菜、野菜などの高収益作物、とりわけメロンや

長ねぎの作付けが増加している（表3参照）。

2）事例システム設置の経緯

栗山町は戦前より水田と畑作が行われてきた。1962年、大夕張ダムの完成により国

営かんがい事業による開田が行われ、稲作基幹の農業地帯となった。しかしその後、

減反政策によって次第に稲作の地位は低下した。一一方、夕張川沿いの沖積地帯にはた

まねぎが導入され、野菜作振興が地域農業振興の柱として位遣づけられるに至ってい

る。また、戦後開拓を基盤とした地区では、メロン産地が形成されてきている。その．
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表3票山町における作付濾積の鑑移 単｛立　i’1ヨ

年次

70

75

80
85

86

87

88

89

90．

91

92

93

94

95

96

97

水稲 小麦 玉葱 馬錦薯　小豆　てん莱　大豆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　未成熟とう
南瓜　ながねぎ　メ日ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もろこし

そば

3380
3930
3050
3170
3040

2900
2890
2880
2830

．2820
3130
3290
3300
3070

2890

2890

　32
119

1090

638

785

930
1030
967

1000
951

769

559

542

496
557
571

41

で13

176

2遷3

220
229
237
237

280
315
382
317
315
310
313
317

479

385

299

3S8

361

345

364
330

332

292

266

261

254

241

248
250

279

270

92

324

308

399

334

334

335

271

227

180

234

263

241

236

23

21

67

162

175

174

173

η4
175

180

149

116

113

108

89

82

　5
50

49

87

1ア0

重26

84

97

87

92

61

60

56

108

73

72

28
7季

59

5フ

58

67

75

80

80

85

8G
77

84
74

79

87

48

64

39

52

51

53
51

50
61

52

56

53
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57

57

58

53

31

31

26

2！

21

21

30
40
45

48
50
50
52
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49

33

35
37

37

33

22
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22

15

15

15

19

24

49
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5
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言主）域ヒ海道農林フ｝く産統言圭年報よ　り
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96
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ほうれん草
アスパ
ラガス

　　　　　　　　　　にんじはヤベ
　　　　トマト
　　　　　　　　　　　ん　　　いツ

三いこ

ん

ゆつ
　　　　いんげんすいか
り なす いちご食用ゆり

18

18

18

18

15

16

15

i5

13

12

16
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23

19
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22

22
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誓
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12

11

23
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　6

　6
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　5
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31
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10

　9
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5
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5
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11
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　1

　1

　1

　1

　1

15

14

i4

4

3

3

2

2

2

2

2

1

2

1

1

1

　7

15

6

2

2

　1

　1

　1

　1

　1

0

0

0

0
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他、北海道最大の種子馬鈴薯生産地でもあり、麦作も盛んである。

　そのような中、90年代以降、野菜やメロン栽培農家を中心に市況や売り立て速報を

希望する農家が増加しており、メロン栽培農家群は積極的にファクシミリを導入し、

産直販売の注文や農協、市場からの市況情報の入手を行う例もみられている。

1992年当時、栗山町の農業関連機関は、そのような情報を農家に対して一斉に提供

するようなシステムは保有していなかった。農業経営を対象とした営農情報の入手先

に関するアンケート調査によると、テレビや新闘などを主な入手先とし、一方で、農

業団体関係者、業者・商社からの情報は、生産・経営・流通に直接結びついたものと

推測されるにもかかわらず、重視する割合が低い傾向がみられた。

農協は情報処理の効率化を図るため、会計処理を中心とした組合員勘定に関わるシ

ステムの構築を行っていた。その上で更に農業経営や農家生活にとって必要な情報を

提供するシステムを構築し、将来的には組合員勘定に関わるシステムとの結含を行う

ことによって、農協の業務と農家の生産の効率化とを図りたいという意向があった。

以上の事i青を踏まえ、農業情報システムの導入が決定された。伝達媒体の選択にあ

たっては、当初CArV、ファクシミリネットワーク、オフトーク通信、パソコン通信、

キャプテンシステムが候補となったが、情報系システムとして最も有効とされた

CATV、およびキャプテンシステムは予算の制約および運用の面から見送られた。オ

フトーク通信は双方向通信に対応できない点、パソコン通信は利用者にとって比較的

に高度な知識が必要とされる点から見送られた。最有力であったファクシミリネット

ワークは端末をファクシミリ機能を有する電話とするものであり、出力先が紙に限ら

れるためデータの再利用が困難であることから、必要に応じて紙への出力をしたいと

いう利用者の意向があった。そのため業者によって提案された、液晶画面とファクシ

ミリを装備した多機能電話を端末とし、サーバ（註1）側にファクシミリ蓄積交換機能

に加え、出：力先を液晶画面とするビデオテックスターミナルサーバ機能、農家のパソ

コンによる利用も踏まえ、パソコン通信機能を装備するシステムを導入することと

なった（以上坂下、中村他［3｝より）。

そしてシステムを運用する組織として農業情報センターが設立された。町が事業主

体となりJA栗山が運用を担っている。総事業費は1億8，000万円で国庫補助が9，000

万円（註2）、町の負担が9，000万円である。なお、センターではファクシミリ同報の

送信代行業務（表4参照）、町民を対象とした簿記やワープロの講習会を定期的に開催

している。なお、センターの運営費は年間1，500万円、農家の利用料は一戸あたり毎

月1，100円である（1999年度〉。
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　3）農業情報システムの概要

　（1）設備（図蓬参照）

栗山町農業情報システムのサーバの設備（ビデオテックスターミナルサーバ、ファ

クシミリターミナルサーバ）（註3）は町内全農家の端末（液晶画面とファクシミリを

装備した多機能電話）と結ばれている。また、町内7か所（96年に3カ所骨力のに気象

観測ロボットを設置しており、ロボットは気温、掻腿、風向、雨量の観測を毎時行い、

気象観測用サーバに情報伝達を行う。また、パソコン研修施設を設置しており、農業

経営簿記指導や表計算、ワープロ等の指導が可能となっている。

（2）提供情報の内容

現在提：供されている情報を1998年10月現在で6つの情報にまとめる（表5参！㈲。

それぞれの概要は以下のとおりである。

1流通情報は、青果物の売り立て速報、休市・闇市、米出荷状況に関する情報であ

る。売り立て速報は農家の希望により当初よりメロン、長ネギ、トマト、キュウリの

4品目に限られている。速報の入手時刻は従来の出荷翌日の朝から、出荷当日の昼へ

と大幅に短縮されている。なお、札幌丸果大相場1青報（標準品目販売価格報告書）も

ファクシミリにより提：供されているが、アクセスログには記録されない。

II気象情報は、気象観測用ロボットによる南部、中部、北部の3地域における24

時間後までの気象予測、週間予測、栗山内7地域（95年途中まで3地励の気象の実測

値、天気図、レーダーアメダス合成図（註4）である（予報や天気図などは民間気象予

報会社（株式会社ウェザーニューズ）による〉。

III営農技術1青報は、北海遵農政部による主要農産物の成育状況（毎月1、15日調査）

と営農技術対策に関する情報である。

W生活晴報は、町内行事予定、当番医院、スポーツセンターの案内、図書館映画

の開催案内の1胃壁等である。

V関係機関情報は、農政課、農業委員会、農民協、ノーサイ、土地改良区：、普及セ

ンター、JA、当情報センターからの連絡等である。

VI文字放送情報は、　N日：K製作による文字放送である（1995年2月開始）。

3．「栗山町農業情報システム」のアクセス状況

農業i青報システムの運用開始は1993年6月である。ログデータの内容は日時、農

家の端末番号、アクセスした項目番号である。分析の対象期間はログデータの不整備、

システムの初期トラブルなどを考慮し、94年1月から98年の12月までの5年澗と

した。なお、94年と97年に端末のメンテナンスが行われており、ほぼ全端末の試験

接続によるアクセスが行われている。また、96年4月の気象ロボットの追加設置、一
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表4ファクシミリ同報送信件数 単位：件

関系機關　　　27429
生産組織等　　1引75
農事1司幸侵　　　　　　1505

33333
17310

1954

42738
14695

2599

42654
17932

2863

43832

η168
3823

言主　KlSS資牽斗よりf乍　’o

気象ロボット（7台）
株式会社ウェザーニュー・ス 札幌丸果株式会社

町内気’ 情報　　　　　　全玉
気象情報

@　　　　　　　　市況憐報

関係機関（町役場、JA、その他）

北海道農政部
生1 回報、関係機関情報

日本文字放送株式会祇

常雇　術惜報 文掌放送情報
情報センター施設

気象端末
衛塁通償

@端末
o

　ファクシミリ

^ーミナルサーバ
り　，

ビデオテックス

^ーミナルサーバ
：　　　　　　　　　：
F　　　　　　　　　＝撃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

”i……

ホストコンピュータ
プリンタ

サーバ ●　の　●　・　．　，　o　，　，　．　●

　　教育周
Rンピュータd6台） ■　曾　●　o　o り　・

　　講師用
Rンピュータ（3台） ・

　　　　　　　…
@　　　　　　…．＿＿＿．＿＿＿。3

一主な惜報の流れ（クライアントからの命令は除く） 全惜報（公衆回線経由）

，．．．　　．　　　●　　マ●　　・ ，　　　　　φ

（ファックスで 劉言）　（液晶画藤で受

@多機能電詣機

言，Pr轍可能）

ネットワーク接続経路 農家等
（726箇所）

図1栗山町農業儲報システムにおける情報の流れ

言主）KISS資窄ヰよりイ乍成
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表5提供情報

情報名 内容

流通情報

札幌丸果大相場情報（標準品冒販売価格報告書）

ﾂ果売り立て速報：メロン、長ねぎ、軟白畏ねぎ、トマト、きゅう

閧ﾌ価格速報

x市・開市情報：札幌中央卸売市場の休市・開市情報

気象情報

短気予測：町北部、中部、南部の24時間後までの予想天気、気温
i3時間おき〉

T間予測：向こう一週閥の天気、気温
C象情報：現在、6、｛2、24時悶後の天気図、7地区の24時閤後ま
ﾅの天気、風向、風速、降雨量、気温、レーダーアメダス合成図

．営農技術情報
成育状況：道農政部提供の主要農産物の成育状況。毎月2回更瓢。

Z術情報：営農技術対策情報（水稲・畑作）

生活情報
町内行事予定、役場からのおしらせ、当番医院、スポーツセンター

ﾌ案内、移動図書館巡回日程、映画会、音楽会、朗読会の開催案内

関係機関情報
農政課、農業委員会、農民協、ノーサイ、土地改良区、普及センタ

[、農協、農業情報センター（講習会案内〉による情報

文字放送情報

一般ニュース、野球情報、スポーツ情報、災害情報、全国の天気情

�A観光地天気情報、道庁関連情報、料理情報、保健情報
i酬κ製作）

註）昭SS資料より作成。
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部の気蜘青報のファクシミリ配信への変更を受け、気象情報に関するアクセス項目の

大幅な再編成が行われた。以上の事情を踏まえ、はじめに利用者数の推移、次に情報

項目別のアクセス件数、およびその推移を把握する。

蓬）利用者数の推移（表6参照）

ここでは、利用者数の推移を一度以上接続を行った端末数の推移から明らかにする。

95年は479、全端末に占める割合は約68．4％である～方、98年は412、約58．9％

と微減している。

2）情報項目別のアクセス件数（表7参照）

はじめに、利用状況を把握する。表7は提供情報の項目とそのアクセス数を年次で

みたものである。図2、図3は対象期間の各年のアクセスを、図4～図9は各月のア

クセスを提：供情報の項目の小計から見たものである。

　まず流通1青報である。年間アクセス件数は5，000件前後を維持している（図2参照）。

季節変動は7－8月にピークを迎え、ピーク月のアクセス件数は1，600件に達してい

る（図4参照）。流通情報のうち大部分は青果売り立て速報である（表7参照）。

次に気象情報である。年悶アクセス件数は提側青報の項目の再編成を行った96年を

除いても94年の約14，000件から95年の約13，000件へ、97年の約5，700件から98

年の約4，500件へと低下している（図2参照）。季節変動は、5月と8月前後にピーク

を迎え、94年は4月と8月、95年、96年、97年は5月と8月、98年は5月と9月

と、5月と8月前後のアクセス件数が高いものの、ピーク月のアクセス件数も減少傾

向である（図5参購。

次に営農技術i青報である。年間アクセス件数は94年の約500件から98年の約130

件まで一貫して低下している（図3参照）。季節変動は、96年までは4月と7月ころに

ピークを迎えている（図6参照）。

次に生活清報である。年間アクセス件数は94年の約1，000件から98年の約120件

まで～貫して低下している（図3参照）。季節変動は、5月前後にピーークを迎えている（図

7参照）。

次に関係機関情報である。年間アクセス件数は94年の約500件から98年の約100

件まで一貫して低下している（図3参㈱。季節変動は、5月から7月ころにピークを

迎えている（図8参照）。

次に文字放送情報である。年間アクセス件数は95年の約2700件から98年の約300

件まで一貫して低下している（図3参照）。目立った季節変動は見られない（図9参照）。

対象四四を通じ、気象情報と流通情報の歪i三問アクセス件数が圧倒的に多いことがわ

かる。一方、その他の情報にはほとんどアクセスされていないことがわかる。
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表6正組合員数の年次別推移とアクセス端末数の推移

又
94 95 96 97 98

　　端末数

Aクセス端末数

ア24

V15

724

S79

724

S61

724

U61

724

S12

（参考）正組合員数 697 689 686 683 647
割合 98．8％ 66．2％ 63．7賭 9等．3％ 56．9％

註1）正組合員数は栗山町農協通常農協総代会資料よ り作成。
註2）アクセス端末数はログより作成。1麿以上アクセスを行った端末数を示す。

端末は関係機関にも丁丁されている。94無・97隼は試験接続による

アクセスも含まれる。

表7頃目盛アクセス数の推移

94無 95年 96年 97年 98年
流通情報（メニュー）

　　膏乗売り立て速報

　　休市、開講B程
　　　米出荷状況

6賃8
5350
106

235

5880
5213
122

書49

5024

46葉2

133

　92

6726

5354
123

113

6582
5158

　94
　41

小計 5691 5484 4837 5590 5293
気象す容器侵（メニュー）嚇　　　　　10241

　　　短期予測（北部）

　　　短期予測（中都）

　　　短期予測（南部）

　　　　週間予測
　　　　気象FAX
　　気象【コ7†ミット睾莚漁鮭睦

ファクシミリによる気象詳細惜報

20ア1

2381

928

5323
3641

9056
重8雪8

2550
1070

5183
2700

8072

董541

葉813

629
297

275
972

2160

7148
1032

1347

588

667

2τ08

5559
937

…293

497

350

了442

小計 14344 13321 7687 5742 4519
営農｝支稀珪欝轍（メ器量ユー） 6】5 372 191 15董 130

小計 615 372 ｛91 τ51 130

生濃情報（メニュー）

　　行事予定（町広報》

　　　　役場広報
　　　休日炎番医院
　　　スポーツ関運

　　　囲書取皿運

727

325
210

132

180

216

3フ3

｛58

122

61

9叢

韮26

242

98

66

56

56

88

143

58

32
31

30

53

葉04

40
19

10

13

45

小計 1063 558 364 204 127

関係機関情報（メニュー）

　　　　農政課
　　　農桀委翼会
　　　　農民協
　　　　ノーサイ
　　　土地改良区
　　　普及センター

　　　　　JA
　　　　　KISS

522
156

21

26

雪2

12

オ1

211

104

258
32

13

17

　6

　9
18

139

48

163

35

22

22

14

8

26

90
25

准17

27

13

等1

9

8

1δ

68
18

83
8

6

7

5

2！

10

38
10

小計 553 282 242 169 105

文字放送情報（メニュー）掌2

　　　一般ニュース
　　　プP野球情報
　　　スポーツ惜報
　　　　災憲惰報
　　全国の天気憐報
　　観光地天気情報
　　　道庁葦毛情報
　　　　料理蓄責報

　　　　課健情報

1490
623
652

4G9
214

227
166

113

257

93

2100
190

234

可47

85
70

66

47

84

27

1865

97

92

78

42
29

26

24

55

19

2199
80
61

52

τ6

21

17

11

36
17

小計 2754 950 462 311

項霞金計 22266 2277董 で42ア1 12318 10485

註）アクセスログを用いた。なお、メニューが変更・追加されている点を踏まえ、細目を一部省略した。

絹予測は拍96年4月まで日本気象協会、以後は株式会社ウェザーニューズによる。空白部分は：メニュー追加および再編成のため記録が

　存在しない。
＊21995年3月主叢｝｛共醐女台。
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16000

件

数14000

12000

！0000

800G

6000

4000

2000

0

．ほ

｝

＋流通懐報

＋気象情報

4000 、

件

数 3500

＋技術情報
3000 曲、「．－． 一．．r ．一一@i

2500 …

÷生活僑報

2000 「一．． 「．一．．Lwr「 ．－「

†関係機関1500 ．触…．L

　　…内．．「一．．．

一旧r．一 情報

1000 ．内…．r．．内罹．「． 一」内．．．、．、．．一 「」

＋文字放送｝

情報

50G ．． 「鴨一」「而．．．． 哨内」 ．匿．． ri

0
諦94 95　96 97 98

図2年間アクセス数（流通情報、気象情報）　　　　　　　　園3年間アクセス数（裳農技術悩報、生活情報、蘭係機関惜報、

註D四グデータより作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　文宇放送情報）
註2＞96ま剰こ気象情報のアクセス項目の大幅な変更が行われてい註1）ログデータより作成
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2000

1500
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500

0

一寸卜。戸田卜。糊田口。脚目口。一日目。噂
CD
①

ワ榊
ｵ。

　σ》
　①　一図4流通情報

註）ログデータより作成

▼一
早

　の　①
　一

▼噂 m
　①　①
　糊

◎o

①
①
甲
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3500
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1500
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0
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①
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①
①

図5気象情報
註）日グデータより作成
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25

0

日目卜OF四目〇一口卜OF熔卜Ow噂卜。寸
①
．σ）

F興 ｵ。

　①　①
図6営農技術情報
註）ログデータより作成
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図7生活情報
註）ログデータより作成
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．図8・関係機関情報
註）ログデータより作成

▼購
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図9文字放送情報
註）環グデータより作成
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4．むすび

　1998年、最も多くのアクセス件数が得られているのは流通情報である。その中でも

売り立て速報は大部分を占めており、メロン、長ねぎ、トマト、キュウリの4品目の

情報を提供している。近年システムメニューの変更により把握可能となった共選EAX

の品当別のアクセスを見ると（表8参照）、大部分がメロンと長ねぎとなっている。メ

ロンと長ねぎの生産量は現状維持、あるいは増力群遊である（表3参照）。更にアクセ

ス件数も現状維持の傾向を保っていることから、今後も情報提供のニーズは大きいと

思われる。気象情報は、』流逓情報に次いで多くアクセスされており、時期的には水稲

の移植や野菜の収穫期が多い。アクセス件数は漸減傾向を示す一方で、ファクシミリ

問報送信の件数が増加している（表4参照）。近年、各関係機関から農家に周知すべき

連絡事項に関して、ファクシミリによる配信が行われており、利用者による気象情報

へのアクセスの必要性が薄れつつあることも要因として考えられよう。しかしながら、

気象の実測値や予報などを営農情報として取り入れるための手法が経営内で未確立で

ある、あるいは予測自体の信頼性が低い、より有効な提供方法が求められているといっ

た理由も考えられる。

以上の流通・気象情報で全アクセス件数の約90％と大部分を占めている。

　その他の情報は、アクセス件数としては低下の～途を辿っている。既存の情報提供

手段で代替しうるものであったか、情報内容が大多数の利用者には必ずしも必要とさ

れていないものと思われる。

本稿は農業情報システムへのアクセスの場面から、各情報の提供・入手状況の推移

に関する分析を行った。今後、今園の分析を踏まえ、農業経営や農家生活への効果に

関する検証が必要と思われる。

（註）

（註わ「サーバ（server）」はある特定のサービスを提供するシステムやコン

ピュータを指す。サーバによって提供されるサービスには、データベースサー

ビスをはじめ、ファイルサービスやプリントサービスなどがある。サービスを

提供する側のサーバに対し、サービスを受けるシステムやコンピュータの側は
クライアントと呼ばれる。

（註2）平成4年度先進的農業生産総合推進対策事業。

（註3）パソコン通信ターミナルサーバは北海道立中央農業試彫湯によるパソコン通

信サービスの実施を受け、運用を開始後数年で休止した。

（註4）レーダー・アメダス合成図：レーダ～による降水量をアメダス降水量

で補正することにより正確な降水量分布を表した図。レーダーは広い範囲の詳

細な降水量（雨量）分布を推定できる反面、誤差を含む。アメダス降水量観測で

は降雨を直接計測しているので精度が高い反面、観測箇所数によって降水量
（雨量）分布の精密さが規定される。
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